
日本の誇るべき力 

 

朝日新聞 8 月 4 日「オピニオン 戦後日本」の米国の歴史家、ジョン・ダワーさんの

インタビューである。ピュリツァー賞受賞『敗北を抱きしめて』を昨年読み、戦後日本

への関心を高めた。 

まずはリードから―あの戦争が終わって 70

年、日本は立つべき場所を見失いかけているよ

うにみえる。私たちは何を誇りにし、どのよう

に過去を受け止めるべきなのか。国を愛すると

は、どういうことなのか。名著「敗北を抱きし

めて」で、敗戦直後の日本人の姿を活写した米

国の歴史家の声に、耳をすませてみる。 

「1946 年に日本国憲法の草案を作ったのは米国です。しかし、現在まで憲法が変え

られなかったのは、日本人が反軍事の理念を尊重してきたからであり、決して米国の意

向ではなかった。これは称賛に値するソフトパワーです。変えたいというのなら変えら

れたのだから、米国に押しつけられたと考えるのは間違っている。憲法は、日本をどん

な国とも違う国にしました」 

「日本のソフトパワー、反軍事の精神は、政府の主導ではなく、国民の側から生まれ

育ったものです。敗戦直後は極めて苦しい時代でしたが、多くの理想主義と根源的な問

いがありました。平和と民主主義という言葉は、疲れ果て、困窮した多くの日本人にと

って、とても大きな意味を持った。これは、戦争に勝った米国が持ち得なかった経験で

す」 

「幅広い民衆による平和と民主主義への共感は、高度成長を経ても続きました。敗戦

直後に加えて、もう一つの重要な時期は、60 年代の市民運動の盛り上がりでしょう。

反公害運動やベトナム反戦、沖縄返還など、この時期、日本国民は民主主義を自らの手

につかみとり、声を上げなければならないと考えました。女性たちも発言を始め、戦後

の歴史で大切な役割を果たしています」 

「日本のソフトパワーが試練にさらされています。集団的自衛権の行使に踏み込み、

日本を『普通の国』にするというのが保守政治家らの考えですが、普通とは何を指すの

か、私には分かりません。国際的な平和維持に貢献するといいつつ、念頭にあるのは米

軍とのさらなる協力でしょう。米国は軍事政策が圧倒的な影響力を持っている特殊な国

であり、核兵器も持っている。そんな国の軍隊と密接につながるのが、果たして普通な

のでしょうか」                        (2015 年 8 月 7 日) 


